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シールズのコールに合わせ取手からの参加者
も思いっきり声を張り上げました。 

「戦争法案廃案」「安倍退陣を！」と求め国会をとり囲みコール＝30 日、国会正門前 
国会議事堂正門前では参加者が歩道からあふれ、車道が開放されました。 

■髙木晶市委員長  ■上野たかし県議 

■加増みつ子市議  ■遠山ちえ子市議 

■鈴木きよし市議  ■関戸  勇 市議 

■小池えつ子市議 

☆
大
勢
の
人
び
び
と
の
な
か
を
か
い
く
ぐ
る
よ
う
に
し
て
国

会
正
門
の
先
頭
付
近
ま
で
行
き
雨
の
中
声
を
張
り
あ
げ
て
コ

ー
ル
し
ま
し
た
。
正
門
入
り
口
あ
た
り
で
創
価
学
会
有
志
の
会

が
戦
争
法
案
の
白
紙
撤
回
を
公
明
党
山
口
代
表
に
求
め
る
た

め
の
署
名
を
呼
び
か
け
て
い
た
の
で
、「
が
ん
ば
れ
」
と
思
い

署
名
し
ま
し
た
。
４
時
近
く
、
帰
り
の
途
中
「
シ
ー
ル
ズ
関
西
」

の
学
生
た
ち
が
激
し
く
コ
ー
ル
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
輪
の

中
に
入
り
、
20

分
ぐ
ら
い
熱
く
コ
ー
ル
を
し
、
学
生
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

☆
一
人
で
で
も
参
加
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
中

学
生
の
息
子
も
そ
れ
に
職
場
の
同
僚
の
方
も
一
緒
に
来
れ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

☆
若
い
人
が
多
か
っ
た
し
、
年
配
の
人
や
車
い
す
の
人
も
、
雨

の
中
あ
ん
な
に
も
参
加
で
・
・
。
あ
き
ら
め
て
い
た
け
ど
勇
気

が
湧
い
て
き
ま
し
た
。 

 

☆
３
歳
の
男
の
子
と
一
緒
の
パ
パ
。
「
い
っ
た
ん
上
野
の
動
物

園
で
子
供
を
遊
ば
せ
て
か
ら
こ
こ
に
参
加
し
よ
う
」
と
動
物
園

に
行
っ
た
ん
だ
け
ど
〝
早
く
国
会
に
行
こ
う
よ
う
”
と
こ
の
子

に
言
わ
れ
、
動
物
園
は
そ
こ
そ
こ
に
し
、
こ
こ
に
き
ま
し
た
。 

 

☆
翌
日
の
新
聞
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
国
会
議
事
堂
前
埋
め

尽
く
し
た
デ
モ
参
加
の
写
真
を
見
て
、
自
分
も
参
加
し
た
一
人

な
が
ら
、
改
め
て
、
こ
の
国
の
国
民
の
中
に
根
付
い
て
い
る
民

主
主
義
の
広
さ
・
深
さ
を
実
感
。
安
倍
政
権
を
早
々
に
辞
め
さ

せ
た
い
。 

 

☆
一
人
で
中
央
の
舞
台
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
大

学
生
、
高
校
生
、
若
い
お
母
さ
ん
も
大
勢
参
加
し
、
し
っ
か
り

訴
え
て
い
る
の
を
見
て
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。
残
り
少
な
い
人

生
だ
け
ど
、
こ
の
青
年
た
ち
の
た
め
に
も
頑
張
ら
な
け
れ

ば
・
・
・
。 

 

☆
陶
芸
家
の
先
輩
を
誘
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
の

参
加
を
も
っ
と
広
げ
て
平
和
を
守
る
た
め
に
は
、
９
条
の
意
味

を
若
い
人
た
ち
に
伝
え
る
役
割
が
私
た
ち
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

が
後
ろ
で
糸
を
引
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
。 

 

小
雨
の
中
「
戦
争
法
案
今
す
ぐ
廃
案
」
「
９
条

壊
す
な
」「
安
倍
は
や
め
ろ
」
世
代
を
超
え
た
人
々

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
鳴
り
響
き
ま
す
。
８
月

３０
日
に
行
わ
れ
た
「
戦
争
法
案
廃
案
と
安
倍
政
権

退
陣
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
「
国
会
１０
万
人

大
行
動
」
は
、
参
加
者
１２
万
人
、
戦
争
法
案
を
巡

る
抗
議
行
動
で
は
最
大
に
な
り
ま
し
た
。
取
手
か

ら
も
１
０
０
名
近
い
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

の
こ
も
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
を
掲
げ
て

参
加
し
ま
し
た
。
最
寄
り
の
駅
か
ら
会
場
ま
で
歩

道
は
隙
間
な
く
人
々
で
あ
ふ
れ
る
状
態
で
や
っ

と
会
場
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
「
平
和
守
れ
」
「
安
倍
政
権
は
退
陣

を
」
と
全
国
各
地
で
主
権
者
が
立
ち
上
が
っ
た
歴

史
的
な
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

同
法
案
を
廃
案
と
す
る
か
否
か
は
、
国
会
の
会

期
末
（
９
月
27
日
）
を
前
に
い
よ
い
よ
山
場
を
迎

え
ま
す
。
全
国
で
も
取
手
で
も
連
日
の
取
り
組
み

を
一
層
強
め
、
安
倍
政
権
を
包
囲
し
戦
争
法
案
は

国
民
の
力
で
阻
止
し
平
和
・
民
主
主
義
を
守
り
ま

し
ょ
う
。 
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8 月 31 日から始まった取手市議会。

初日冒頭の本会議で、「安全保障法制改

定関連法案の撤回・廃案を求める意見

書」を池田めぐみ、飯島悠介、結城繁 加

増充子 4 市議が共同で提案。市議会で

は賛成 15 名反対 10 名で可決しまし

た。廃案を求める意見書は県内では 6

月議会の美浦村に続き２件目です。 

同意見書は「憲法を守り活かし、武力

によらない恒久平和の実現に向け全力

を尽くすことを求め、集団的自衛権行使

を可能にする本法案を、直ちに撤回、廃

案とすること」を国に求めたものです。

国民世論と運動が市議会を動かしまし

た。 

先の 6 月議会に提出された同趣旨の

請願は残念ながら反対多数で不採択と

されましたが、今議会で意見書が賛成多

数を得たことは、国会審議の中で同法案

の違憲性が明らかとなったことや国

民・市民世論の高まりを受けてのことと

思われます。 

「戦争法案」「平和・民主主義守れ」の

市民の声を市議会が受け止めたものと

して歓迎するものです。同意見書は直ち

に国へ送付されました。 

「憲法違反の戦争法をとめよう」とデモ行進を行う参加者
=8 月 30 日、水戸市 

国会行動に呼応し全国各地で 100０か所 

水戸でも集会・デモ 
 
共同の輪が大きく広がり、列島騒然の 8 月 30日行動。 

水戸でも国会行動に呼応し、1000 人が参加した行

動・デモ行進が取り組まれました。共産・民主・社民・新

社会の 4 政党の代表も揃って挨拶しました。 

また、茨城県内では、守谷、大子、日立、ひたちなかで

も行動が取り組まれました。 

取手市議会定例会 

ポロシャツで本会議 
市長をはじめ職員も議員も皆お揃いのポロシャツ着用で本会

議が行われました。日頃の議会の服装は、クールビズの時期を除

けば、男性はネクタイ・ワイシャツに背広が原則、女性もそれに

準ずるものとされています。ところが今議会本会議は「市制 45

周年記念」だとし、日本共産党議員以外はすべてポロシャツ着用

で出席。 

 日本共産党議員団は、「議員はもとより職員もポロシャツ着用

以外は認めずとの押しつけは間違い、一定の節度を持ち、自主的

な判断で」と通常通りの服装で出席しました。 

 

 

 

旧取手一中につづき井野小・小文間小・戸頭西小の廃校を進

め、本年度末には白山西小も廃校の予定です。地域の皆さんか

ら「本当に残念。跡地はどうなるの？」などの声が上がってい

ます。日本共産党は、みなさんのご意見を伺い、跡地利用等に

ついてご一緒に考えたいと、井野小、旧取手一中学区の地域を

対象にアンケートを実施中です。ご協力有難うございます。  

ご意見をもとに日本共産党はみなさんと今後の運動を進めて

いきます。 

以下 8 月 28日現在の 136 回答の集計結果（意見が多岐に分

かれているため回答数上位のものについて記載） 

（1）跡地利用については 

① 高齢者・子どもの複合施設 (24％) 

② 避難場所・防災公園 (２２％) 
 

（２）跡地利用について決める方法は 

① 旧学校区を対象に市がアンケートを実施する (２９％) 

② 公募による利用検討市民委員会を設置し検討する (２５％) 

③ 廃校利用の住民懇談会を繰り返し行う （２５％） 
 

（３）廃止後の跡地利用について 

① 公共施設として利用（６５％） 

② 公的施設を条件に民間に売却（１６％） 
ご意見として（一部抜粋） 

◆子どもの減少を実感する。これからの世代はどうなるのでしょう。 

◆開校当時何百人もの子供たちで溢れていた学校が廃校となったと知ってびっ

くり。同じような条件のところの成功例を調べてほしい。 

◆残念です。通学距離が子供たちに負担になっているのでは。交通事故も心配

です。 

◆憩いの公園が Good！緑が少ない、場所がない。 

◆老人ホームやリハビリ施設などを増やしてほしい。 

◆廃校を決める前に跡地の利用をどうするか協議したほうがいいと思います。 

戦争法案廃案 

意見書議員の態度 
 

【賛成 15 人】 

小池悦子、関戸勇、 

鈴木潔、遠山智恵子、

加増充子（以上共産党） 

平由子、山野井隆(以上

民主党）  

池田慈(生活者ネット） 

市村達明(維新の会） 

石井めぐみ、飯島悠介、

川又貞男、入江洋一、

結城繁、倉持光男(以上

無所属） 

 

【反対 10 人】 

斎藤久代、阿部洋子、

染谷和博、落合信太郎

(以上公明党）   

岩澤信、金澤克仁、渡

部日出雄、吉田宏、佐

藤清、赤羽直一（以上

無所属） 

 

「戦争させない・９条壊すな！ 

」パート３ 
９月２４日(木) 午後４時から 取手駅西口 

 


